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商工女性は今

女
性
力
に
更
な
る
磨
き
を
掛
け
る
！

２
０
１
６
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
決
定
！

　
茨
城
県
商
工
会
女

性
部
連
合
会
（
桜
井

姚
会
長
）
で
は
、
本

年
度
も
女
性
部
員
の

資
質
の
向
上
を
目
的

と
し
て
い
ば
ら
き
レ

デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ

を
開
催
す
る
。

　
女
性
力
を
も
っ
と
高

め
よ
う
と
平
成
26
年

度
よ
り
開
催
し
、
本

年
で
３
年
目
と
な
る
。

　
今
回
は
、
法
律
実

務
か
ら
弁
護
士
の
杉

浦
健
二
氏
に
よ
る

「
必
須
の
法
律
実
務

と
対
策
〜
法
的
対
処

法
と
ト
ラ
ブ
ル
防
止

策
〜
」、
経
営
取
引

か
ら
、
日
本
橋
高
島

屋
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

の
敷
田
正
法
氏
に
よ

る
「
最
高
の
お
も
て

な
し
〜
感
動
を
売
る

一
流
の
サ
ー
ビ
ス
〜
」

を
講
義
す
る
。

　
ま
た
、
健
康
管
理

か
ら
理
化
学
研
究
所

の
辨
野
義
己
氏
に
よ

る
「
腸
内
細
菌
が
寿

命
を
決
め
る
！
き
れ

い
で
元
気
に
な
れ
る

腸
の
健
康
」、
教
養

面
か
ら
音
楽
評
論
家

で
作
詞
家
の
湯
川
れ

い
子
氏
に
よ
る
「
音

楽
か
ら
見
え
て
く
る

も
の
〜
女
性
・
仕
事
・

未
来
」
の
講
義
を
企

画
し
た
。

　
さ
ら
に
、
事
業
主

の
本
音
が
聞
け
る
と

毎
回
好
評
を
得
て
い

る
県
内
で
が
ん
ば
っ

て
い
る
事
業
者
と
し

て
、
鹿
嶋
市
で
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン

会
社
を
経
営
し
て
い

る
㈱
エ
ム
ズ
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
代
表
の
溝
口

望
氏
と
、
下
妻
市
で

介
護
事
業
や
美
容

業
等
を
経
営
し
て
い

る
、
㈱
あ
お
ば
代
表

の
宇
田
川
真
由
美
氏

を
お
招
き
し
、
桜
井

会
長
と
の
座
談
会
を

実
施
す
る
。

　
そ
し
て
最
終
講
義

と
し
て
、
女
性
力
の

さ
ら
な
る
向
上
の
た

め
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
加
藤
タ
キ
氏

に
よ
る
「
自
分
ら
し

く
輝
い
て
生
き
る
」

の
講
演
を
予
定
し
て

い
る
。

　
期
日
は
開
講
式
と

１
日
目
が
８
月
24
日

（
水
）
２
日
目
が
９

月
26
日
（
月
）、
３

日
目
と
修
了
式
が
10

月
26
日
（
水
）
で
、

参
加
者
全
員
が
修
了

証
を
授
受
で
き
る
よ

う
期
待
し
て
い
る
。

　
な
お
、
講
師
と
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
詳
細

は
左
記
の
と
お
り
。

月　日 会　場 内　　　容

８／24
（水）

つくば市
「ホテル
グランド
東雲」

開　講　式

第１講座「最高のおもてなし」
日本橋高島屋コンシェルジュ

敷田　正法

第２講座「腸内細菌が寿命を決める！」
理化学研究所特別招聘研究員

辨野　義己

９／26
（月）

水戸市
「フェリ
ヴェール
サンシャイン」

第３講座「音楽から見えてくるもの」
音楽評論家　湯川　れい子

第４講座　がんばる県内事業者との座談会
　① ㈱エムズプランニング
 代表取締役　溝口　望
　② ㈱あおば

代表取締役　宇田川真由美

10／26
（水）

つくば市
「ホテル
グランド
東雲」

第５講座「必須の法律実務と対策」
弁護士　杉浦　健二

第６講座「自分らしく輝いて生きる」
コーディネーター　加藤　タキ

修　了　式

〜
部
員
研
修
会
も
併
せ
て
開
催
〜

　
県
商
工
会
女
性
部

連
合
会
は
５
月
18
日
、

平
成
28
年
度
通
常
総

会
を
つ
く
ば
市
で
開

催
し
、
事
業
計
画
・

収
支
予
算
案
な
ど
原

案
通
り
可
決
、
承
認

さ
れ
た
。

　
冒
頭
、
桜
井
姚
会

長
は
「
茨
城
県
の
魅

力
度
ア
ッ
プ
を
図
る

た
め
、
女
性
力
を
活

か
し
て
茨
城
の
良
さ

を
大
々
的
に
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
来
賓
で
は
、

外
山
崇
行
・
県
連
会

長
、
鈴
木
克
典
・
県

ブ
ロ
ッ
ク
副
会
長
に

は
、
眞
中
ミ
ヨ
子

（
鹿
嶋
市
）
部
長

が
選
任
さ
れ
た
。

　
な
お
、
総
会

後
の
部
員
増
強

運
動
表
彰
式
で

は
、
下
妻
市
他
６

女
性
部
が
表
彰
さ
れ

た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た

部
員
研
修
会
で
は
、

テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み

の
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス

タ
ー
宮
川
俊
二
氏
を

招
い
て
、「
経
営
に
活

か
す
会
話
術
〜
相
手

の
心
に
届
く
声
力
の

磨
き
方
〜
」
を
テ
ー

マ
に
、
人
の
第
一
印
象

と
し
て
最
も
大
事
に

な
る
事
は
最
初
の
声

力
（
こ
え
ぢ
か
ら
）。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
上
で
も
、
相

手
の
心
に
響
く
声
で

話
を
し
て
ほ
し
い
と

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な

が
ら
話
さ
れ
た
。
参

加
者
２
２
０
名
は
熱

心
に
聞
き
入
っ
た
。

商
工
労
働

観
光
部
長

が
そ
れ
ぞ

れ
あ
い
さ

つ
。
女
性

部
の
益
々

の
活
躍
に

期
待
と
エ

ー
ル
を
送

っ
た
。
ま

た
、
欠
員

と
な
っ
て

い
た
鹿
行

県女性連総会

いばらき
レディースカレッジ

部
員
増
強
運
動
を
表
彰

部
員
増
強
運
動
表
彰

商
工
会
員
１
０
０
０
人
以
上
の
部

最
優
秀
賞

下
妻
市
商
工
会
女
性
部

優
秀
賞

常
陸
大
宮
市
商
工
会
女
性
部

優
良
賞

牛
久
市
商
工
会
女
性
部

商
工
会
員
１
０
０
０
人
未
満
の
部

最
優
秀
賞

守
谷
市
商
工
会
女
性
部

優
秀
賞

阿
見
町
商
工
会
女
性
部

優
良
賞

境
町
商
工
会
女
性
部

部員増強運動表彰者のみなさん

ユーモア交じりに講演する
宮川俊二氏

新副会長の
眞中ミヨ子女性部長  （鹿嶋市）

加藤　タキ 氏杉浦　健二 氏

湯川　れい子 氏

宇田川　真由美 氏溝口　望 氏

辨野　義己 氏敷田　正法 氏
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茨
城
県
商
工
会
女

性
部
連
合
会
で
は
、

昨
年
度
に
引
き
続
き

本
年
度
も
、
東
京
銀

座
に
あ
る
本
県
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
茨

城
マ
ル
シ
ェ
に
お
い

て
、「
茨
城
マ
ル
シ
ェ

応
援
物
産
展
」
を
開

催
す
る
。

　
初
回
は
、
６
月
24

日
に
初
夏
の
旬
な
野

菜
や
海
産
物
等
17
品

目
集
め
、
14
名
の
参

加
の
も
と
開
催
し

た
。

　
今
回
か
ら
店
内
で

の
販
売
と
な
り
、
加

工
食
品
の
試
食
が
自

由
に
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
た
め
、
常
陸

大
宮
市
商
工
会
女
性

部
が
出
品
し
た
こ
ん

に
ゃ
く
ラ
ー
メ
ン

の
「
藤
右
衛
門
ラ
ー

メ
ン
」
や
、
つ
く
ば

市
商
工
会
女
性
部
が

出
品
し
た
、
国
産
大

豆
使
用
の
「
手
作
り

も
め
ん
豆
腐
」
な
ど

試
食
に
出
し
た
と
こ

ろ
、
素
材
の
味
が
と

て
も
し
っ
か
り
し
て

い
て
大
変
お
い
し
い

と
大
好
評
で
、
全
て

完
売
し
た
。

　
ま
た
、
今
が
旬
の

と
う
も
ろ
こ
し
・
ト

マ
ト
等
の
野
菜
や
、

し
ら
す
・
あ
お
さ
等

の
海
産
物
も
好
評
で

午
前
中
で
売
り
切
れ

た
。

　
今
回
の
開
催
に
よ

り
合
計
で
４
回
目
と

な
り
、
開
催
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
お
客

様
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
県
女
性
部
連
合
会

で
は
、
心
待
ち
に
し

て
い
る
お
客
様
の
た

め
に
、
次
回
以
降
の

日
程
を
左
記
の
通
り

決
定
し
た
。

　
今
後
も
魅
力
度
最

下
位
の
本
県
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
な

る
よ
う
な
商
品
の
販

売
、
Ｐ
Ｒ
の
実
施
に

努
め
、
物
産
展
の
定

着
化
を
図
り
、
本
県

特
産
品
等
の
販
路
拡

大
に
繋
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

[

９
月
開
催]

９
月
16
日
（
金
）

[

10
月
開
催]

10
月
21
日
（
金
）

[

11
月
開
催]

11
月
25
日
（
金
）

桜
井
会
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
食
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
で
あ
る
女
性
達

は
、
厳
し
く
食
を
吟

味
す
る
目
を
養
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
う
し

た
目
に
か
な
う
混
じ

り
っ
け
無
し
の
茨
城

の
豊
か
な
風
土
か
ら

生
ま
れ
た
農
・
海
産

物
を
、
私
た
ち
商
工

会
女
性
部
が
選
り
す

ぐ
っ
て
お
届
け
し
ま

す
。
是
非
お
召
し
上

が
り
下
さ
い
。

茨城マルシェ店内で物産販売

　
茨
城
県
商
工
会
女

性
部
連
合
会
で
は
、

本
年
12
月
７
日
（
水
）

に
、
水
戸
市
の
茨
城

県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
、
第
17
回

茨
城
レ
デ
ィ
ー
ス
い

き
い
き
物
産
展
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
当

日
は
午
前
10
時
〜
午

後
６
時
ま
で
、
大

ホ
ー
ル
に
て
県
内
一

円
の
特
産
品
等
の
販

売
や
紹
介
等
の
物
産

展
を
実
施
し
、
女
性

部
活
動
に
つ
い
て
広

く
一
般
の
方
々
に
理

解
を
求
め
る
と
共
に

部
員
間
の
交
流
を
図

り
ま
す
。

　
ま
た
、
同
時
開
催

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
演
歌
歌
手
の

藤
あ
や
子
＆
清
水
良

太
郎
歌
謡
シ
ョ
ー
を

第
一
部
が
12
時
か

ら
、
第
二
部
が
16

時
か
ら
開
催
い
た
し

ま
す
。
さ
ら
に
歌
謡

シ
ョ
ー
の
後
に
は
、

物
産
展
で
出
品
中
の

商
品
が
当
た
る
大
抽

選
会
も
実
施
い
た
し

ま
す
の
で
、
皆
様
の

振
る
っ
て
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

第
17
回
茨
城
レ
デ
ィ
ー
ス
い
き
い
き
物
産
展
＆

　
　
　

藤
あ
や
子
・
清
水
良
太
郎
歌
謡
シ
ョ
ー
を
開
催

昨年度の物産展風景

清水良太郎藤あや子

茨
城
マ
ル
シ
ェ
応
援
物
産
展

本
年
度
は
４
回
開
催
！

茨
城
の
魅
力
「
い
い
と
こ
・
い
い
も
の
」
を
い
っ
ぱ
い
発
信
し
ま
し
た
！

商
工
会
女
性
部
お
も
て
な
し
交
流
事
業
実
績
報
告

（
実
施
女
性
部
）鹿

嶋
市

（
プ
ラ
ン
名
）鹿

島
神
宮
・

愛
友
酒
造
巡
り

（
交
流
先
女
性
部
）

埼
玉
県
宮
代
町

（
実
施
期
日
）

平
成
28
年
７
月
１
日

（
交
流
人
数
）
40
名

（
内
容
）

　
今
回
、
鹿
嶋
市
女

性
部
と
一
緒
に
私
達
広

報
委
員
も
お
手
伝
い
。

道
の
駅
い
た
こ
で
横

断
幕
を
掲
げ
て
宮
代

町
女
性
部
御
一
行
様
を

歓
迎
し
ま
し
た
。
バ

ス
か
ら
降
り
て
く
る

人
皆
が
大
感
動
！
双

方
挨
拶
を
し
て
眞
中

女
性
部
長
（
鹿
嶋
市
）

の
誘
導
で
、
３
年
前

に
建
て
ら
れ
た
水
面

か
ら
１
８
・
５
ｍ
と
言

う
国
内
最
大
の
真
っ

赤
な
鳥
居
を
見
学
。

次
の
案
内
場
所
で
あ

る
鹿
島
神
宮
は
武
道

の
神
様
を
祀
る
神
武

天
皇
元
年
創
建
の
由

緒
あ
る
神
社
で
あ
り
、

一
番
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
は
地
震
封
じ
の
「
要

石
」
で
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
の
説
明
を

暑
い
中
に
も
関
わ
ら

ず
皆
さ
ん
良
く
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
へ
鹿
嶋
市
長
も
到

着
し
「
よ
う
こ
そ
鹿

嶋
へ
」と
喜
ん
で
挨
拶
。

昼
食
は
地
元
産
の
し

ら
す
丼
、
は
ま
ぐ
り

の
塩
焼
き
に
舌
鼓
。

飯
島
商
工
会
長
（
鹿

嶋
市
）
と
一
緒
に
食
事

を
し
な
が
ら
、
お
互

い
の
交
流
が
出
来
ま

し
た
。

　
最
後
に
、
愛
友
酒

造
を
見
学
。
皆
さ
ん

初
め
て
会
っ
た
気
が

し
な
い
位
に
和
気
藹

藹
。
短
い
一
日
の
お
も

て
な
し
に
「
有
意
義

な
時
間
で
し
た
」
と

大
変
喜
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

（
菅
谷

　
静
枝

　
記
）

横断幕を掲げて埼玉県宮代町
女性部の皆さんを歓迎

ボランティアの説明に熱心に耳を傾ける一同

茨城マルシェ
PR事業

おもてなし
交流事業レディース

いきいき物産展
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　『
皆
さ
ん
に

笑
顔
を
取
り
戻

し
て
あ
げ
た

い
』
と
の
思
い

で
、
カ
イ
ロ
プ

ラ
ク
タ
ー
と
し

て
頑
張
っ
て
い

る
美
浦
村
の
岩

瀬
文
江
さ
ん
で
す
。

　
彼
女
が
こ
の
仕
事

を
始
め
た
き
っ
か
け

は
、
四
十
代
の
頃
、

猫
背
で
姿
勢
が
悪
く

腰
も
痛
い
し
足
も

攣
っ
て
身
体
が
怠
い

辛
い
毎
日
で
し
た
。

薬
を
飲
ん
で
も
治

ら
ず
、
肌
も
カ

サ
カ
サ
で
笑
顔

も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
ん

な
頃
、
主
人
が

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク

タ
ー
と
な
り
施

術
を
し
て
も
ら

う
と
身
体
が
だ

ん
だ
ん
楽
に
な

り
、
体
調
も
改

善
し
て
き
ま
し

た
。

　「
カ
イ
ロ
プ

で
「
人
形
の
き
く
や
」

と
し
て
、
秋
か
ら
春

に
か
け
て
、
羽
子
板
・

破
魔
弓
・
雛
人
形
・

鎧
・
兜
・
鯉
の
ぼ
り

な
ど
の
節
句
人
形
、

夏
は
玩
具
花
火
、
通

年
で
は
人
形
ケ
ー
ス

や
国
旗
、
ヨ
ー
ヨ
ー
、

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
、

く
じ
当
て
な
ど

イ
ベ
ン
ト
用
品

を
販
売
し
て
い

ま
す
。
季
節
ご

と
に
商
品
を
入

れ
替
え
る
の
で
、

年
に
四
回
新
装

開
店
し
て
い
る

感
じ
で
す
。
大

正
時
代
の
創
業

で
三
代
目
に
な

り
ま
す
。
お
土

産
や
野
菜
を
お

裾
分
け
し
あ
う

　
下
妻
市
の

喜
久
屋
商
店

で
す
。
主
人
は

菓
子
・
玩
具
を

近
辺
の
商
店
に

卸
し
て
い
ま

す
。
私
は
店
舗

近
所
づ
き
あ
い
の

あ
る
昔
な
が
ら
の
商

店
街
で
す
。
加
盟
し

て
い
る
栗
山
商
店
会

で
は
、
冬
に
下
妻
駅

前
を
中
心
に
「
銀
河

鉄
道
の
夜
」、「
竹
取

物
語
」
と
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
制
作
し
た
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
っ
て

す
ご
い
な
」
と
感

じ
、
同
じ
様
に
辛
い

思
い
を
し
て
い
る
人

を
助
け
て
あ
げ
た
い

と
思
っ
て
勉
強
を
し

て
、
こ
の
仕
事
に
就

き
ま
し
た
。「
ス
マ

イ
ル
ア
イ
」
で
働
き

　
鹿
島
神
宮
参
道

に
気
に
な
る
お
店
が

あ
る
と
聞
き
女
性
部

員
三
人
で
取
材
を
行

う
・
・
・

　
お
店
の
名
前
は
「
ド

ラ
イ
ブ
イ
ン
う
ち
だ
や
」

店
構
え
は
古
風
で
創

業
一
六
五
〇
年
江
戸

時
代
か
ら
続
く
仲
睦

ま
し
い
家
族
経
営
の

お
店
で
、
立
ち
寄
る

お
客
さ
ん
も
多
く
店

内
に
は
、
風
情
あ
る

古
代
民
具
等
が
沢

山
飾
ら
れ
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
か
に
思

え
る
雰
囲
気
が
感
じ

取
れ
ま
す
。

　
中
で
も
、
千
切
り

絵
の
山
下
清
先
生
が

お
店
に
立
ち
寄
っ
た

際
に
作
成
し
た
絵
に

目
が
留
ま
り
ま
す
。

　
有
名
だ
も
の
・
・
・

ね
。

　
そ
れ
と
、
常
連
さ

ん
が
口
を
揃
え
て
誉

め
る
の
が
昔
盛
り
そ

ば(

宮
代
そ
ば
・
か

き
揚
げ
付)

一
度
食

べ
た
ら
忘
れ
ら
れ
な

い
味
だ
と
か
。
そ
れ

以
外
に
も
女
将
さ
ん

手
作
り
の
さ
し
み
こ

ん
に
ゃ
く
が
自
慢
で

人
気
だ
そ
う
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
一

度
食
べ
て
見
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
伊
奈
高
校
と
結
城

三
万
石
記
念
館
近
く

の
田
ん
ぼ
の
中
に

「
旬
の
厨
房
た
か
く

ら
」
は
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
重
た
い
ド
ア

を
開
け
る
と
、
私
た

ち
３
姉
妹
が
元
気
に

お
迎
え
い
た
し
ま

す
。

　
生
ま
れ
育
っ
た
東

京
を
離
れ
、
脱
サ
ラ

し
て
念
願
だ
っ
た
食

堂
を
こ
の
地
に
オ
ー

プ
ン
し
、
15
年
が
経

ち
ま
し
た
。
当
時
と

変
わ
ら
ず
、
当
店
の

自
慢
は
、
な
ん
と
言

っ
て
も
旬
の
食
材
で

作
っ
た
健
康
的
で
種

類
豊
富
な
お
惣
菜
で

飾
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
、
お
客
様
に

楽
し
ん
で
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
今
年
は「
戦

国
物
語
」
で
鎧
を
飾

る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ

見
に
来
て
下
さ
い
。

（
中
久
喜

　
弥
生

　
記
）

す
！
メ
イ
ン
は
お
選

び
く
だ
さ
い
。
食
後

に
お
飲
み
物
・
デ
ザ

ー
ト
も
付
き
ま
す
。

　
価
格
は
一
律
１
，

２
６
０
円
。
予
約

に
て
お
弁
当
（
１
，

０
５
０
円
）
も
承
り

ま
す
。
法
事
・
お
祝

事
等
で
も
、

是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

ち

な

み

に
、屋
号
「
た

か
く
ら
」
の

由
来
は
、
私

達
３
人
の
大

好

き

な

俳

優
、
高
倉
健

さ
ん
か
ら
頂

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
近
隣
に
は

杉
林
に
囲
ま
れ
静
寂

漂
う
境
内
か
ら
は
考

え
も
付
か
な
い
戦
い

の
神
様
「
鹿
島
神
宮
」

が
側
に
有
り
ス
ポ
ー

ツ
選
手
な
ど
勝
利
祈

願
に
訪
れ
ま
す
。

　
・
・
・
最
後
に
な

り
ま
す
が
、
江
戸
時

代
か
ら
続
く
家
庭

秘
伝
の
味
を
食
っ
て

み
っ
ぺ
・
・
・

（
大
塚
　
良
江
　
記
）

旬の厨房　たかくら
〒300-2337　つくばみらい市谷井田1753-5

TEL　0297-58-3153

始
め
数
年
、
今
で
は

稲
敷
市
角
崎
に
二
号

店
を
開
院
し
、
皆
さ

ん
に
笑
顔
が
戻
れ
る

よ
う
彼
女
も
笑
顔
で

働
い
て
い
ま
す
。

（
中
島
　
ユ
リ
江
　
記
）

勝
手
に
（
笑
）
！

　
こ
れ
か
ら
も
、
の

ん
び
り
・
ゆ
っ
く
り

を
モ
ッ
ト
ー
に
・
・
・

美
味
し
い
料
理
で
、

お
客
様
の
満
腹
な
笑

顔
を
励
み
に
頑
張
り

ま
す
！

（
大
澤
　
冨
美
栄
　
記
）

張り切り
美　　人
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私
達
、
筑
西
市
商
工

会
で
は
今
年
、
迎
賓
館

一
般
公
開
及
び
主
庭
参

観
に
申
し
込
み
、
恒
例

の
移
動
総
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
改
選
時
以
外

は
研
攅
や
、
資
質
向
上

の
た
め
外
に
出
か
け
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
や

は
り
名
前
の
み
部
員
さ

ん
た
ち
も
多
数
存
在
し

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
部

員
さ
ん
た
ち
に
も
興
味

を
持
っ
て
参
加
し
て
も

ら
う
き
っ
か
け
作
り
も

込
め
て
、
研
修
会
と
総

会
を
１
つ
に
し
て
い
ま

す
。
現
在
女
性
部
の
新

規
部
員
獲
得
や
、
部

員
参
加
を
増
や
し
て

い
く
チ
ャ
ン
ス
は
こ

の
よ
う
な
研
修
会
、
商

工
祭
、
レ

デ
ィ
ー
ス

物
産
展
な

ど
や
は
り

人
が
集
ま

る
と
こ
ろ

に
行
く
場

合
が
多
い

と
思
い
ま

す
。
こ
れ

ま
で
、
納

豆
工
場
や

造

幣

局
、

富
岡
製
糸

場
な
ど
を

見
学
し
ま

し
た
。
今
回
は
、
滅
多

に
一
般
公
開
を
し
て
い

な
い
の
で
是
非
行
く
べ

き
と
の
声
も
あ
り
迎
賓

館
の
中
ま
で
見
学
出
来

る
コ
ー
ス
に
し
ま
し

た
。
部
員
さ
ん
達
も

感
動
し
、
大
変
満
足
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
き
っ
か
け
作
り
を

こ
れ
か
ら
も
ご
用
意
で

き
た
ら
と
考
え
て
い
ま

す
。

（
中
島
　
と
く
子
　
記
）

　
私
達
東
海
村
商
工

会
女
性
部
で
は
、
地

域
貢
献
活
動
の
一
環
と

し
て
、
介
護
施
設
を

訪
問
し
て
施
設
入
所

者
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　
初
め
て
か
ら
２
年

目
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
訪
問
し
た
施
設

の
方
た
ち
か
ら
は

「
ま
た
来
て
く
だ
さ

い
。
歓
迎
し
ま
す
。」

と
の
声
を
頂
い
て
お

り
ま
す
。

　
初
め
て
の
訪
問
の

際
に
は
、
お
互
い
に

緊
張
を
し
て
い
た
せ

い
か
、
会
話
も
な
か

な
か
続
か
ず
施
設
の

職
員
の
方
に
助
け
を

求
め
て
対
応
す
る
の

が
精
一
杯
で
し
た
。

　
ま
た
、
私
達
も
施

設
に
行
か
せ
て
頂
く

こ
と
で
、
施
設
内
の

見
学
や
入
居
者
の

数
、
現
状
を
学
ぶ
こ

と
が
出
来
、
勉
強
を

さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。

　
施
設
で
車
い
す
の

操
作
の
仕
方
に
つ
い

て
実
際
に
車
い
す
に

乗
り
使
い
方
を
教

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
女
性
部
の
活
動
が
、

少
し
で
も
地
域
の
方

に
知
っ
て
頂
け
る
Ｐ

Ｒ
の
場
所
に
な
っ
て

い
る
と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
今
後
も
継

続
的
に
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
中
村
　
光
子
　
記
）

　
小
美
玉
市
商
工
会

女
性
部
は
５
月
22
日

〜
23
日
、
今
年
の
総

会
を
一
泊
視
察
研
修

会
と
兼
ね
て
車
中
で

開
催
。
全
議
案
満
場

一
致
で
可
決
し
た
。

　
視
察
研
修
先
は
山

梨
県
。
１
日
目
は
サ

ク
ラ
ン
ボ
狩
り
や
ミ

ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
展
の

鑑
賞
と
山
梨
の
見
ど

こ
ろ
を
満
喫
。
２
日

目
は
忍
野
八
海
の
散

策
の
後
、
西
桂
町
商

工
会
女
性
部
と
お
も

て
な
し
交
流
会
を
実

施
し
、
工
場
３
箇
所

【
傘
の
㈱
槙
田
商
店
、

ネ
ク
タ
イ
の
山
崎
織

物
㈱
、
水
の
富
士
ピ
ュ

ア
㈱
】
を
西
桂
町
女

性
部
の
方
々
に
案
内

し
て
い
た
だ
い
て
見

学
し
た
。
部
員
間
の

交
流
は
、
昼
食
の
時

間
に
実
施
。
席
上
で

小
美
玉
観
光
大
使

（
前
）
の
田
村
さ
ん

が
小
美
玉
市
や
茨

城
県
の
ア
ピ
ー
ル

を
す
る
な
ど
、
女

性
部
活
動
や
商
売

の
話
等
活
発
な
交

流
が
で
き
た
。

　
ま
た
、
槙
田
商

店
の
傘
づ
く
り
を

見
学
し
、
布
地
の

出
来
る
ま
で
の
工

程
や
傘
一
本
一
本

の
組
み
立
て
が
手

作
り
で
あ
る
こ
と
を

知
り
、
今
あ
る
傘
を

大
事
に
使
い
た
い
と

思
っ
た
。

（
宮
川

　
綾
子

　
記
）

地
域
貢
献
事
業
を
行
っ
て

〜
入
所
者
か
ら
元
気
を
も
ら
っ
て
〜

東
海
村
商
工
会
女
性
部

小美玉市商工会女性部
たくさんのおもてなしで交流の輪

　
平
成
12
年
に
商
工

会
女
性
部
の
有
志
を

中
心
に
コ
ロ
ッ
ケ
で

町
お
こ
し
を
始
め
ま

し
た
。「
ま
い
ん
コ

ロ
ッ
ケ
」
と
し
て
、

定
番
の
他
、
レ
ン
コ

ン
・
リ
ン
ゴ
・
か
ぼ

ち
ゃ
・
米
粉
ク
リ
ー

ム
・
メ
ン
チ
カ
ツ
等

を
手
作
り
販
売
し
て

い
ま
す
。
メ
ン
チ
カ

ツ
は
、
茨
城
県
産
ブ

ラ
ン
ド
豚
肉
ロ
ー
ズ

ポ
ー
ク
を
１
０
０
％

使
用
す
る
な
ど
安
心

安
全
な
コ
ロ
ッ
ケ

を
提
供
す
る
こ
と
を

モ
ッ
ト
ー
に
作
っ
て

い
ま
す
。

　
平
成
25
年
に
は

「
第
１
回
全
国
コ

ロ
ッ
ケ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
in
龍
ケ
崎
」
を

開
催
し
、
平
成
26
年

に
は
龍
ケ
崎
コ
ロ
ッ

ケ
が
「Y

ahoo!

第
２

回
ご
当
地
メ
シ
決
定

戦
２
０
１
４
」
で
日

本
一
の
栄
冠
に
輝
き

ま
し
た
。

　
今
年
10
月
２
日

（
日
）
に
は
、
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
ま

で
本
町
商
店
街
大
通

り
・
に
ぎ
わ
い
広
場

に
て
「
全
国
コ
ロ
ッ

ケ
フ
ェ
ス
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
全
国
各

地
か
ら
「
ご
当
地
コ

ロ
ッ
ケ
」
約
35
店
舗

が
集
結
し
コ
ン
テ
ス

ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
に
ぎ
わ
い

広
場
で
は
、
コ
ロ
ッ

ケ
早
食
い
大
食
い
大

会
が
行
わ
れ
ま
す
。

是
非
コ
ロ
ッ
ケ
を
食

べ
に
「
コ
ロ
ッ
ケ
の

街
龍
ケ
崎
」
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

（
大
竹

　
洋
子

　
記
）

龍ケ崎市商工会女性部

第４回全国コロッケ
フェスティバル in龍ケ崎

　
新
筑
ブ
ロ
ッ
ク
で

は
、
毎
年
ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会

を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
皆
さ
ん
の
想
像

す
る
よ
う
な
砂
場
で

行
う
激
し
い
も
の
で

は
な
く
、
体
育
館
で

ふ
わ
ふ
わ
の
ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
を
使
い
４
人

制
で
行
い
ま
す
。
こ

れ
が
意
外
と
汗
だ

く
に
な
る
の
で
す
。

ル
ー
ル
の
ひ
と
つ
に

「
４
人
が
必
ず
１
回

触
れ
４
回
目
に
返
さ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

最
後
４
人
目
の
人
は

ジ
ャ
ン
プ
し
て
は
な

ら
な
い
」
と
い
う
と

こ
ろ
が
意
外
と
大
変

で
面
白
い
と
こ
ろ
で

も
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
開
催
さ
れ
た

第
10
回
大
会
で
は
、

残
念
な
が
ら
我
が

チ
ー
ム
は
一
勝
し
か

で
き
ず
、
悔
し
い
思

い
を
し
ま
し
た
。が
、

そ
の
後
の
懇
親
会
で

は
歌
に
踊
り
で
大
賑

わ
い
！
試
合
の
時
よ

り
力
が
入
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思

う
程
で
し
た
。
カ
ラ

オ
ケ
用
の
衣
装
を
持

参
し
た
り
、
替
え
歌

を
歌
っ
た
り
と
あ
れ

だ
け
動
い
た
の
に
ま

だ
パ
ワ
ー
が
あ
る
事

に
驚
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
事
業
も

始
ま
り
、
地
域
の
フ

ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
整

備
、
日
帰
り
研
修

会
、
お
祭
り
の
模
擬

店
等
参
加
す
る
中

で
、
こ
の
ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
バ
レ
ー
は

新
た
に
部
員
を
増

や
し
て
い
く
き
っ

か
け
に
も
な
り
、
今

後
も
続
け
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
豊
嶋
　
寿
江
　
記
）

　
私
た
ち
は
、
年

に
数
回
の
研
修
事

業
を
開
い
て
い
ま

す
。
今
回
は
「
家

族
の
為
に
夕
食
の

惣
菜
に
な
る
も
の

を
！
」
と
「
食
の

安
心
安
全
な
る
も

の
を
！
」
を
テ
ー

マ
に
地
元
産
豚
肉

に
こ
だ
わ
っ
た

ウ
ィ
ン
ナ
ー
作
り

で
す
。

　
地
域
の
各
小
学

校
に
出
向
い
て
講

習
を
し
て
い
る
方

の
指
導
を
受
け
な

が
ら
こ
し
ら
え
た

ウ
ィ
ン
ナ
ー
は
、

市
販
さ
れ
て
い
る

も
の
よ
り
も
愛
情

が
プ
ラ
ス
さ
れ

て
、
そ
れ
は
そ
れ

は
と
っ
て
も
美
味

し
く
出
来
上
が
り

ま
し
た
。
部
員
は

も
と
よ
り
家
族
に

も
喜
ば
れ
、
今
年

度
ま
た
ま
た
開
催

決
定
で
す
。
都
合

が
つ
か
ず
に
今
回

不
参
加
だ
っ
た
部

員
も
次
の
研
修
を

心
待
ち
に
し
て
い

ま
す
。
後
々
に
は
、

地
域
の
イ
ベ
ン
ト

で
販
売
出
来
る
様

に
な
れ
ば
い
い
な

あ
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
今
年
度
も
女
性

部
員
一
同
仲
良
く

一
致
団
結
し
て
、

い
ろ
ん
な
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

（
前
田
　
と
よ
＆

札
　
洋
子
　
記
）

お
い
し
い
ウ
ィ
ン
ナ
ー

作
り
に
挑
戦
！

研
修
会
を
実
施
し
て

目
標
は
・
・
・

鉾
田
市
商
工
会
女
性
部

筑
西
市
商
工
会
女
性
部

か
す
み
が
う
ら
市
商
工
会
女
性
部
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